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通信シートに接したセンサ—と

の通信と、動作電力供給を同時

にワイヤレスで実現します。

壁紙状のシートの上で、照明セ

ンサー・温度センサーなどを活

用できます。

通信シートを使ってワイヤレス

で電力を供給します。

通信シートに携帯端末等を置く

ことで充電する事が可能になり

ます。

シート間あるいは空間からの干

渉や混信がないので、同時に多

くの高速通信が可能です。

複数の通信シートでそれぞれハ

イビジョン映像データ伝送のよ

うな高速通信を安定して行いま

す。

ＰＣを通信シートに置くだけで、

快適なネットワーク環境を実現

します。

「置けば繋がる、離れれば接続

　が切れる」

という直感的な使い方も可能に

なります。

通信シート表面でＲＦタグ

(ＩＣタグ)を読み取ります。

面方向に読取り範囲を広げます。

従来利用が困難だった狭い空間、

金属机・金属棚でも利用可能で

す。

@CELL 「二次元通信技術」とは？
　

電波の

電波の

必要な

@CELLを使うとできること　　　

周囲へ与える影響・周囲から受ける影響が少ないので、渋滞の

ない電波のハイウェイを実現します。

広範囲に電波を出力しないので、電波資源のエコロジーにな

ります。

飛ばない電波の利用で、今まで出来なかった電波の存在領域

の制御が可能になります。電波を反射する物体が近くにあっ

ても、安定した通信を実現します。

アット　　　　　セル

　　　　　はその技術ブランド名として二次元通信技術そのもの、さらに

　この技術を様々な分野に展開する製品名称に用いています。

有効活用

ハイウェイ

ところだけに

電波を「通信シート」に閉じ込めて効率のよい通信と給電を実現する技術が

『二次元通信技術』です。

ロボットの触覚センサー

  の研究と二次元通信
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　人に代わってロボットが様々な作業を行うには、人

と同じような感覚を持つことが重要と考えてロボット

の触覚センサーの研究を行っていました。

　人の手は柔らかく鋭い感覚のお陰で、例えば卵を壊

わさず滑り落ちないようにそっとつまむことが出来ま

す。   柔らかくて鋭い感覚を持つロボット皮膚を実現

するためには、多数のセンサー素子への配線が最大の

課題でした。試行錯誤しているうちにロボットの人工

皮膚自体を媒体として , 信号と電力の伝達を同時に行

う二次元通信の基本原理に辿り着きました。

　この通信技術は幅広く応用可能な汎用的技術である

との認識から、その実用化を目指して研究開発を推進

しています。

ワイヤレス給電

@CELL
  二次元通信

センサーネットワーク

近距離高速通信
TM

@CELL LANTM

@CELL RFID TM

@CELL
  二次元通信

センサーネットワーク

近距離高速通信
TM

@CELL LANTM

@CELL RFID TM

ワイヤレス給電 近距離高速通信ワイヤレス給電 近距離高速通信@CELL LANTM @CELL RFID TM センサーネットワークセンサーネットワーク

ワイヤレス給電

@CELL


